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１．はじめに 

 

 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸では，夏季及び春季の２回，研究航海を

実施しています。 

 令和３年度夏季研究航海は，令和３年８月 21 日から８月 29 日にかけて実施しました。本

報告書は，この８泊９日の夏季研究航海における研究活動について，その概要を記録し，周

知するために発行するものです。 

 本航海は，８月 21日午後，神戸大学（阪神港神戸区・深江ポンド）を出港し，大阪湾～紀

伊水道～四国南岸～土佐湾～高知を航行し，８月 22日午前，高知港に着岸，８月 24日午前，

高知港を離岸し，土佐湾～四国南岸～豊後水道～速吸瀬戸～別府湾を航行し，８月 25日午前，

別府国際観光港に着岸しました。その後，８月 27日午前，別府国際観光港を離岸し，別府～

別府湾～伊予灘～安芸灘～来島海峡～燧灘～備後灘～備讃瀬戸～播磨灘～高松を航行し、８

月 28 日高松港に着岸，８月 29 日午前，高松港を離岸し，高松～備讃瀬戸～明石海峡～大阪

湾を通って８月 29日午後，神戸大学（阪神港神戸区・深江ポンド）に帰港しました。 

 今回は，４つの研究チームが乗船し，その期間，研究・調査活動を行いました。 
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令和３(2021)年９月１日

令和３(2021)年度深江丸夏季研究航海実施概要

《実施期間：令和３年８月21日(土)～８月29日(日)》

－深江丸最後の研究航海－

■ 乗船者 13人 <内訳> 神戸大学：５人(教員４･技術部１) 、乗組員８人

【往路①】阪神港神戸区～大阪湾～紀伊水道～四国南岸～土佐湾～高知

阪神港神戸区・神戸大学ポンド出港 ：8/21(土) 13時30分

高知港着（第一ふ頭・潮江<うしおえ>岸壁）：8/22(日) 09時20分

・神戸－高知の航海時間：19時間50分、航程：169海里

【高知停泊】8/22(日) 09時20分 ～ 8/24(火) 06時50分：停泊時間：45時間30分

【往路②】高知港～土佐湾～四国南岸～豊後水道～速吸瀬戸～別府湾～別府国際観光港

高知港出港：8/24(火) 06時50分、別府湾錨泊 ：8/24(火) 19時40分

別府湾抜錨：8/25(水) 07時50分、別府国際観光港着：8/25(水) 08時50分

・高知－別府の航海時間：13時間50分、航程：155海里、錨泊時間：12時間10分

◆【往路集計】神戸～別府の航海時間：33時間40分、錨泊時間：12時間10分

航 程：324海里

【別府停泊】8/25(水) 08時50分 ～ 8/27(金) 06時50分：停泊時間：46時間00分

【復路①】別府～別府湾～伊予灘～安芸灘～来島海峡～燧灘～備後灘～備讃瀬戸～播磨灘～高松

別府出港：8/27(金) 06時50分、坂出錨泊：8/27(金) 18時55分、航程：141海里

坂出抜錨：8/28(土) 06時45分、高松着 ：8/28(土) 12時35分、航程： 58海里

・別府－高松の航海時間：17時間55分、航程：199海里、錨泊時間：11時間50分

【高松停泊】8/28(土) 12時35分 ～ 8/29(日) 06時45分：停泊時間：18時間10分

【復路②】高松～備讃瀬戸～播磨灘～明石海峡～大阪湾～阪神港神戸区・神戸大学ポンド

高松港出港 ：8/29(日) 06時45分

大学ポンド着：8/29(日) 13時10分

・高松－神戸の航海時間：６時間25分、航程：76海里

◆【復路集計】別府～神戸の航海時間：24時間20分、錨泊時間：11時間50分、航程：275海里

※１海里＝1.852km

《令和３年度深江丸夏季研究航海運航集計》

１．航海時間 ： 58時間00分（２日10時間00分）

２．錨泊時間 ： 24時間00分（１日00時間00分）

３．停泊時間 ：109時間40分（４日13時間40分）

合 計 ：191時間40分（７日23時間40分）

４．総 航 程：599海里（1,110km）

５．燃料使用量：13.35KL

主機関：7.57KL・発電機：5.78KL

６．清水使用料：11トン ※採水：なし
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〔研究テーマ〕

１．海洋・気象研究室

航行予定海域における海洋・大気環境計測

２．電子航法研究室

自動操舵装置の性能評価

３．推進システム工学研究室

ミクロ的な船舶機関資源管理（ERM）に関する実情調査

４．深江丸船長研究室

低摩擦型船底防汚塗料の性能評価（速力試験、速力－軸馬力計測）

令和３(2021)年度深江丸夏季研究航海乗船者(別府国際観光港にて)

令和３(2021)年度深江丸夏季研究航海の航行軌跡 《電子航法研究室提供》
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〔運 航 概 要〕

【８月20日(金)】（出港前日）

コロナ緊急事態宣言下、13時30分から深江丸船内で研究航海の打ち合わせ会合を催した。コロナ

感染防止対策の徹底を図りながら、現状における海況を勘案して航海の前半は大阪湾から紀伊水道、

四国南岸、土佐湾、豊後水道、速吸瀬戸を経て別府湾において活動を展開することにした。また、

後半の別府出港後は瀬戸内海を東進し、高松へ寄港後、８月29日午後の帰学を予定した。

【８月21日(土)】曇り、大阪湾～紀伊水道：所々にしゅう雨あり

大学ポンド：北北西の風、風力２～３(２～４ｍ/秒)

大阪湾：南南西の風、風速４～７(６～15ｍ/秒) Sea slight～mod.

本邦の南方に太平洋高気圧が張り出し、秋雨前線が西日本から関東にかけて停滞する曇天下、時

折しゅう雨を伴う一日になった。

12:30 集合･点呼、出航式(学生ホール)、スタッフ・参加者紹介、オリエンテーション

13:30 阪神港神戸区・神戸大学ポンド離岸・出港、観測・調査活動開始

13:55～1525 大阪湾内における潮目の目視観察のため、尼崎西宮芦屋防波堤の南方から大阪湾中央

部の北緯34度27分，東経135度05分まで測線を設定して航走

14:08～14:20 操練（退船訓練、服装点検、サバイバル説明他）

16:00 洲本沖灯浮標を通過

16:30 友ヶ島水道を通過

17:00～17:20 北緯34度14.4分，135度02.9分（由良瀬戸・沖ノ島の南南東方２海里）において停船、

CTDの垂下による塩分濃度・海水温度他の鉛直観測

20:40 伊島（紀伊水道）の南東方1.5海里を通過

23:00 牟岐大島の南東方５海里を通過

【８月22日(日)】曇り、南西の風、風力３～４ Sea slight

02:10 室戸岬の南方1.5海里を通過

07:15～0750 土佐湾で潮目を発見、流域観測

08:25 高知港外着、入港部署

09:20 高知港着 潮江岸壁（うしおえ：第一ふ頭） ※綱取り：日本通運

【８月23日(月)】曇りときどき晴れ、南南西の風、風力３～４

終日自由上陸

【８月24日(火)】曇りときどき晴れ、高知港内：南西の風、風力１

土佐湾～足摺埼：南西の風、風力３～５、南からのうねり１ｍ Sea mod.
台風12号は日本海で低気圧に変わったが、四国南岸では南からのうねりが残り、足摺埼までの南

下コースにおいて、さほど大きくはないが縦揺れとともに船首に中程度のパンチングが続いた。 
06:40 出港部署
06:50 高知港出港
07:15 浦戸大橋を通過
07:25 高知港外
12:30 足摺埼の南方0.6海里を通過、パンチングが治まり、小規模の横揺れあり。
14:25 四国本土南西端の柏島の南西１海里を通過、北上開始、豊後水道で中程度の横揺れあり。 
18:20 速吸瀬戸を通過、瀬戸内海へ入域
19:40 別府湾に錨泊
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【８月25日(水)】曇りときどき晴れ、Calm

07:40 抜錨部署

07:50 別府湾を抜錨

08:25 入港部署、入港時"さんふらわあ ぱーる" から国際信号旗：ＵＷ（安航を祈る）の歓迎あり。

08:50 別府国際観光港着（フェリーさんふらわあ北側） ※綱取り：別府ポートサービス

【８月26日(木)】曇りときどき晴れ、Calm

終日自由上陸

【８月27日(金)】晴れ、別府湾：Calm 瀬戸内海：南西の風、風力１～３ Sea smooth

06:40 出港部署

06:50 別府国際観光港出港

12:29～12:52 釣島・釣島水道を通過

14:20～15:07 来島海峡・西水道通航（14時22分の南流から北流への転流を待って入航）

17:41 備讃瀬戸南航路入航

18:33 南備讃瀬戸大橋を通過

18:55 坂出泊地に錨泊

【８月28日(土)】快晴、備讃瀬戸：南西の風、風力２～６

06:35 抜錨部署

06:45 坂出泊地を抜錨

07:06 備讃瀬戸東航路へ入航（中途から）

08:29 備讃瀬戸東航路を出航（小豆島地蔵埼の南）

09:35(～09:50）播磨灘観測地点① 北緯34度28.7分、東経134度25.8分

※微速で通過後に停船、海面観測後にCTD垂下

10:33（～1055）播磨灘観測地点② 北緯34度22.0分、東経134度24.0分にてCTD垂下

観測終了後、稲木（いなぎ）水道（屋島方面）へ向首

12:15 入港部署

12:35 高松港着（サンポート・中央埠頭） 自由上陸 ※綱取り：日本通運

【８月29日(日)】晴れ、播磨灘：北寄りの風、風力３～４ Sea slight

06:45 高松港出港

08:13～09:33 速力試験（播磨灘航路中央第１号～同４号間16海里を直線航走、各種の計測実施）

11:09～11:29 明石海峡航路通航

12:45 入港部署

13:10 阪神港神戸区・神戸大学ポンド着

13:40 解散式・解散、機材搬出（～16:30）

次頁（参考図）に続く サンポート高松・中央埠頭の深江丸
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高知港浦戸大橋

土佐湾の潮目

ECDIS

電子海図情報表示装置

高知港潮江(うしおえ)岸壁

(第一ふ頭)

背後は五台山 高知入港時のECDIS画面

別府国際観光港

別府入港時のECDIS画面

サンポート高松･中央ふ頭 高松入港時のECDIS画面
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大阪湾～友ヶ島水道 室戸岬～土佐湾(潮目観測)

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ｓ

画

面

足摺埼～別府 別府～来島海峡

来島海峡西水道通過 南備讃瀬戸大橋～坂出泊地

播磨灘(停船観測)～高松 明石海峡 ///
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２．研究活動報告 

 

 

令和３年度深江丸夏季研究航海 研究テーマ一覧 

 

 研究室・チーム 代表者 所属 
参加

人数 
研究テーマ 

１ 深江丸船長研究室 矢野 吉治 神戸大学 １ 
低摩擦型船底防汚塗料の性能評価

（速力試験、速力-軸馬力計測） 

２ 海洋・気象研究室 林 美鶴 神戸大学 ３ 海洋・大気環境の計測 

３ 電子航法研究室 若林 伸和 神戸大学 １ 自動操舵装置の性能評価 

４ 
推進システム工学研

究室 
内田 誠 神戸大学 １ 

ミクロ的な船舶機関資源管理

（ERM）に関する実情調査 
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氏名 矢野吉治 連絡先メール：

機関名 神戸大学 所属・職

乗船者：（ 1 名） 矢野 吉治 神戸大学 大学院海事科学研究科 教員･船長

概要：

準備：

速力試験、速力－軸馬力計測時の機器表示の読み取り・記録作業

低摩擦型船底防汚塗料の性能評価のため、①主機関S/B（プロペラ回転：225rpm）でプロペラ翼角10・
15・18度における、軸馬力、潮流（流向・流速）、速力を計測する。また、主機関R/up（プロペラ回
転：305rpm）において、軸馬力、潮流（流向・流速）、速力を計測する。<計測１回につき、助走10分、
計測５分、準備５分>　　②播磨灘西部の播磨灘航路第１～第４号灯浮標間・直線16海里（29.6km）にお
いて速力試験を実施し、通過時間、潮流（流向・流速）、速力、軸馬力及び主機関への燃料流量を計測
する。

計画：　

captyano@maritime.kobe-u.ac.jp

深江丸船長研究室

テーマ

低摩擦型船底防汚塗料の性能評価（速力試験、速力－軸馬力計測）

研究内容

瀬戸内海航行中の比較的平穏な気象海象下、プロペラ翼角とプロペラ回転数を設定して速力試験及び速
力－軸馬力計測を実施し、今年３月に水線下船底部全面に試験塗装した低摩擦型船底防汚塗料の性能評
価を行う。

R3夏季研究航海 研究計画概要

申し込み責任者:
深江丸・教員（船長/教授）

深江丸の通常運転機器を使用するので、準備等は特段なし｡

研究室（チーム）の名称:

研究実施につき深江丸に要望する事項
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研 究 テ ー マ 名：底摩擦型船底防汚塗料の性能評価（速力試験、速力－軸馬力計測） 

報告者氏名（所属）：矢野吉治（神戸大学大学院海事科学研究科） 

参加者氏名（所属）：矢野吉治（神戸大学大学院海事科学研究科） 

1. 研究の目的

共同研究で深江丸の水線下船底全面に試験塗装中の船底防汚塗料について，速力，主機関の軸

馬力と燃料消費の観点から現塗料の現時点における性能評価を行うために実船での航走時データ

を取得した． 

2. 活動の実施概要

播磨灘西部海域の，播磨灘航路中央第１号から第４号灯浮標間の直線航路 16海里において，

浮標の通過時間，潮流の流向と流速，主機関への燃料流量，速力機器の速力データ，気象・海象

状況等，分析に必要な各種のデータを取得した． 

3. 活動結果・成果の概要

コロナ禍，この 1.5年間，継続した取得データがないため現状において比較できないが，

下記を概算している． 

・出渠後日数：152日

・速力試験時の燃料消費量：226.49リットル（浮標間 16海里<29.6km>における値）

・推算速力：12.10ノット

4. 研究目標の達成状況及び今後の夏季・春季研究航海活用の予定

塗料メーカーとの共同研究による船底防汚塗料の試験塗装は現深江丸で最後になることから

現状において継続の予定はない． 

5. 研究成果

なし．

6．研究成果公表の予定 

なし． 
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氏名 林　美鶴 連絡先メール：

機関名 神戸大学 所属・職

乗船者：（ 3 名） 林　美鶴 神戸大学 内海域環境教育研究センター／海事科学研究科准教授

山地一代 神戸大学 大学院海事科学研究科 准教授

廣川　綜一 神戸大学 大学院海事科学研究科 技術職員

概要：

準備：

（１）（２）の測線・測点は別紙に示す。
（１）明石海峡の下げ潮流（出港～16時半ごろ）に伴う潮目構造を観測するため、出港後、淀川河口
（Stn.1辺り)から大阪湾の長軸方向に向けて一気に航行する（少なくともStn.2辺りまで）。
（２）大阪湾に隣接する紀伊水道及び播磨灘の水温・塩分の鉛直分布を把握するため、各1測点（Stn.3
及び4）で停船し、CTD観測を行う。いずれの測点も、水深40m以浅で、数値モデルの外部境界条件を代表
する点で実施する。停船時間は1時間程度を見込んでいる。
（３）コンパスデッキ設置する小型PMセンサー、既設置の大気汚染物質及び海洋環境要素の測定器で、
停泊・仮泊の全期間で、昼夜問わず連続して連続測定を行う。これら測定、および、船内LANデータの
データ整理をデータ処理室で行う。測定データにて高濃度イベントを捉えた際には、航行状況・周囲の
船舶の有無を目視やAIS等で確認する。

研究実施につき深江丸に要望する事項

・別紙に示す測線・測点観測を行うため、シップタイムを確保していただきたい。
・船内LAN、気象センサーデータの収集を行ないたい。
・「準備」に記した通り、前日までに機器の搬入、設置、調整を行ないたい。
・前日より、通電を維持して頂きたい。
・可能ならば、AISの情報（周辺航行船舶）なども利用させて頂きたい。
・コンパスデッキに小型PMセンサーを取り付ける（前回までの研究航海でも実施済み）ため、コンパス
デッキの電源、および、船専用プラグ形状変換アダプターをお借りしたい。また、このために、研究航
海の前後を含めて、研究航海中のコンパスデッキへの立ち入りを許可して戴きたい。
・（３）の主たる対象域は瀬戸内海ですので、是非とも航行して頂きたい。
・日々の実験や予定航路の情報を事前に告知し、予定変更は事前に相談・連絡していただきたい。

R3夏季研究航海 研究計画概要

研究室（チーム）の名称: 海洋・気象研究室

申し込み責任者:
mitsuru@maritime.kobe-u.ac.jp

内海域環境教育研究センター／海事科学研究科・准教授

テーマ

海洋・大気環境の計測

研究内容

（１）大阪湾において、ADCP及び表層水質計により潮目構造の観測を行う。
（２）紀伊水道と播磨灘の各1測点で停船し、CTD観測を行う。
（３）瀬戸内海をはじめ、停泊・仮泊の全期間で、昼夜問わず連続して大気汚染物質（オゾン、PM2.5、
SO2、および、NOx）、海洋環境要素（水温、塩分、蛍光光度、濁度、流向、流速）を測定し、同時に船
内ＬＡＮによるデータ収集も行う。

分析器を安定させるため、出港前日より分析機器の稼働を開始する。また機材を搬入し、コンパスデッ
キでの小型PMセンサー取り付け作業、海洋観測室およびデータ処理室での作業を行う。
出港日の午前に、船内LAN,ADCP,表層モニターの設定確認、データ処理室にデータ処理PC設置を行う。

計画：　
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研 究 テ ー マ 名：海洋・大気環境の計測 

報告者氏名（所属）：林 美鶴（神戸大学内海域環境教育研究センター／海事科学研究科） 

参加者氏名（所属）：林 美鶴（神戸大学内海域環境教育研究センター／海事科学研究科） 

山地一代（神戸大学大学院海事科学研究科） 

廣川綜一（神戸大学大学院海事科学研究科） 

 

1. 研究の目的 

航行海域における大気中のPM2.5などの大気質の動態把握、海洋潮目・成層構造の把握など、

海洋・大気現象を実測する事。 

 

2. 活動の実施概要 

2.1 洋上の大気質濃度の連続測定 

航行海域における大気中のPM2.5、黒色炭素（ブラックカーボン）、有機炭素（オーガニック

カーボン）、オゾン、一酸化窒素、二酸化窒素、二酸化硫黄、海塩粒子の連続測定を行い、航

行海域の洋上大気質の空間分布を把握する。 

2.2 潮目構造の観測 

大阪湾及び航行海域において、ADCP及び表層水質計により潮目構造の観測を行う。 

2.3 モデル外部境界でのCTD観測 

津波モデルの外部境界となる紀伊水道と播磨灘の各1測点でCTD観測を行う。 

2.4 高知市における津波避難施設 

高知市の津波避難施設の設置状況を確認する。 

2.5 播磨灘気泡噴出地点調査 

播磨灘で起こっている海底からの気泡噴出について、目視観測、エコーサウンダー測定、CTD

観測、及びインテイク水分析を行う。 

 
3. 活動結果・成果の概要 

別添、クルーズレポートの通り 

  
4. 研究目標の達成状況及び今後の夏季・春季研究航海活用の予定 

予定以上の内容を実施した。 

海神丸においても継続して実施する。 

 
5. 研究成果 

別紙の通り 

 

6．研究成果公表の予定 

未定 
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高知湾で観測された潮目（撮影：廣川綜一）

乗船者

林美鶴 神戸大学内海域環境教育研究センター/海事科学研究科 准教授

山地一代 神戸大学大学院海事科学研究科 准教授

廣川綜一 神戸大学大学院海事科学研究科 技術部

Ｆ２０２０　深江丸研究航海
クルーズレポート

 ２０２１年８月２１日(土)～８月２９日(日)

神戸大学大学院海事科学研究科　海洋・気象研究室

13



観測概要
１．洋上の大気質濃度の連続測定
　航行海域における大気中のPM2.5、黒色炭素（ブラックカーボン）、有機炭素（オーガニックカーボン）、オゾ
ン、一酸化窒素、二酸化窒素、二酸化硫黄、海塩粒子の連続測定を行い、航行海域の洋上大気質の空間
分布を把握する。本データは、クルーズレポートには含めない。

２．潮目構造の観測
　大阪湾及び航行海域において、ADCP及び表層水質計により潮目構造の観測を行う。

３．モデル外部境界でのCTD観測
　津波モデルの外部境界となる紀伊水道と播磨灘の各1測点でCTD観測を行う。

４．高知市における津波避難施設
　高知市の津波避難施設の設置状況を確認する。

５．播磨灘気泡噴出地点調査
播磨灘で起こっている海底からの気泡噴出について、目視観測、エコーサウンダー測定、CTD観測、及びイ
ンテイク水分析を行う。

データに関する注意事項
・全ての内容及び写真の無断転用を厳禁します。使用する場合、予め林美鶴に連絡して下さい。
・データを使用する場合は、深江丸で取得された事、及び乗組員への謝意を明記して下さい。
・まず、クルーズレポート（ｐｄｆファイル）の内容を確認してください。
・クルーズレポート内に、データ毎に記載した「データに関する注意事項」を確認して下さい。
・船内LANデータと水質モニターデータは、日ごとにまとめています。基本的にはエクセルファイルのデータ
を使用して下さい。以下の「データ品質」の通り、一次処理を行っています。
・流向・流速はADCPデータを使用してください。
・大気質濃度データは含まれません。また、ソースファイルの使用も禁止します。
・各データフォルダーに入っているソースファイルは、一切処理を行っていません。
　これらを使用する場合は、「データに関する注意事項」を必ず確認して下さい。
・Photoフォルダー
　撮影者以外の方（グループ）による写真や動画などの使用は、内輪に止めてください。
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航海概要
日 時刻 内容 日 時刻 内容
8/21 1000 水質計取り付け、起動 8/25 0740 CTD観測＠別府湾

1230 集合、点呼、諸注意 0800 抜錨、大掃除
1300 LANデータ記録開始 0850 別府入港
1308 水質モニター、ADCP-PC時計調整。 8/26 別府停泊

水質モニターのデータは1310以降を使用 8/27 0700 出港
1330 深江出港 0631 採水＠別府湾
1400 測線観測開始 0830 採水＠豊予海峡北
1525 測線観測終了 1105 採水＠伊予灘
1406 大阪湾採水A 1400 潮目観測
1415 操練 1420 来島海峡航路IN
1438 大阪湾採水B 1451 採水＠来島海峡
1517 大阪湾採水C 1510 来島海峡航路OUT
1525 測線観測終了 16## 採水＠燧灘
1614 紀淡海峡採水A 1740 備讃瀬戸南航路IN
1628 紀淡海峡採水B 1844 採水＠備讃瀬戸
1630 紀淡海峡 1900 錨泊＠坂出沖
1646 紀淡海峡採水C 8/28 0700 抜錨
1700 CTD観測＠Stn.3 備讃瀬戸東航路OUT

8/22 室戸岬 0935 Stn.5航過、気泡目視観測
0710- 潮目観測 0955 採水、CTD観測＠Stn.5
0719 土佐湾採水A 1053 採水、CTD観測＠Stn.4
0740 土佐湾採水B 高松入港
0750 土佐湾採水C 機器相互比較実験
0848 土佐湾採水D 8/29 0650 高松出港
0910 高知入港 AM オートパイロット実験＠播磨灘
1010 CTD観測＠高知港 10:04 採水＠播磨灘

8/23 1400 潮目観測 11:17 採水＠明石海峡
1630 津波避難タワー見学 11:48 採水＠神戸沖

8/24 0635 CTD観測＠高知港、高知港採水A 12:33 採水＠防波堤入口
0700 出港 13:10 深江入港、データ収録終了
0712 高知港採水B 15:00 荷下ろし、下船
0737 高知港採水C
1225 足摺岬
1428 豊後水道採水A
1613 豊後水道採水B
1757 豊後水道採水C
1820 豊予海峡、潮目観測
1829 豊後水道採水D
1912 別府湾採水A
1939 別府湾採水B
1945 別府湾仮泊

15



航跡図
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Stn.3

Stn.4

Stn.1

Stn.2

Stn.5
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船内LANデータ取得記録

Data group : kisyou Interval : 1 min
Start Stop
M/D hh:mm M/D hh:mm Fime name Remarks

2021/8/21 12:59 2021/8/22 0:01 210821 深江－紀伊水道
2021/8/21 23:59 2021/8/23 0:01 210822 紀伊水道－高知
2021/8/22 23:59 2021/8/24 0:01 210823 高知
2021/8/23 23:59 2021/8/25 0:01 210824 高知－別府沖
2021/8/24 23:59 2021/8/26 0:01 210825 別府沖－別府
2021/8/25 23:59 2021/8/27 0:01 210826 別府
2021/8/26 23:59 2021/8/28 0:01 210827 別府－観音寺沖
2021/8/27 23:59 2021/8/29 0:01 210828 観音寺沖－高松
2021/8/28 23:59 2021/8/29 13:17 210829 高松－深江

データに関する注意事項
・0.5秒毎の計測値から、1分毎の瞬時値を出力。
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水質モニター
Date File name Remarks

2021/8/21 actaclave_20210821.csv 時刻調整、150行目付近、13：10開始
2021/8/22 actaclave_20210822.csv
2021/8/23 actaclave_20210823.csv
2021/8/24 actaclave_20210824.csv
2021/8/25 actaclave_20210825.csv
2021/8/26 actaclave_20210826.csv
2021/8/27 actaclave_20210827.csv
2021/8/28 actaclave_20210828.csv
2021/8/29 actaclave_20210829.csv 13:10停止

データに関する注意事項
・1秒毎30秒間計測値の平均を毎分データとして出力。
・Chl.、濁度は、標準物質による校正値。
・塩分はノイズが大きいため、1分毎のデータは使用しないで下さい。
・塩分データを使用する場合、「毎秒データ」フォルダーのデータからノイズを処理してご使用ください。
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ADCP
Date Aria Command file Binary file name Txt file name
8/21-24 深江－別府 A ADCP546_000000.LTA
3/24-28 別府－高松 A ADCP546_000001.LTA
8/28-29 高松－深江 A ADCP546_000002.LTA

データに関する注意事項
・バイナリーファイル(LTA)は、60秒平均値
・LTAファイルから、GPSリファレンスの値をテキスト変換
・上記以外のデータが必要な場合は、応相談
・コマンドファイル 層厚(m) 層数 第1層(cm) 最深(m)

A Fukae-maru_WH300_WB0_WS1ｍ_201802.txt 1 90 589 95
B Fukae-maru_WH300_WB0_WS2ｍ_201802.txt 2 70 692 145
C Fukae-maru_WH300_WB1_WS4ｍ_201802.txt 4 50 892 205

・第１層深度＝層厚などの設定で決まる値＋雑音を考慮したブランク距離176cm＋喫水3m
・流速測定可能深度は航行時115m以内(低速時160m）
　ただし、反射強度が低い時のデータは使用しないこと（使用の目安：PG4≧80）
・ボトムトラックが可能な水深は250m
・WinADCPの深度表示は、船底を0mとしている。実際の海面は、（喫水）3m上。

ADCP546_LTA.txt

20



表層流
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写真リスト 他の写真は日付と時刻で場所を特定。

ファイル名（日時） 備考
大阪湾
IMG_20210821_140005.jpg 河口側
IMG_20210821_140016.jpg 河口側、1406採水A
IMG_20210821_143454.jpg 1438採水B,20m等深線付近1517採水C

土佐湾
外洋系
外洋系
外洋系
33-23.6, 133-41.4
0719採水A。採水後沿岸水
沿岸水
沿岸水
沿岸水
北上から西進に変針
水深30.9m
33-24.2, 133-40.8
沿岸水
沿岸水
沿岸水
西進
潮目沿い
潮目沿い
潮目沿い
潮目沿い
潮目沿い
33-24.2, 133-40.3
潮目沿い沿岸側
潮目沿い沿岸側
潮目沿い沿岸側
潮目沿い沿岸側
潮目沿い沿岸側
潮目沿い沿岸側
潮目沿い沿岸側
潮目沿い外洋側
潮目沿い外洋側
33-24.3, 133-39.1
潮目沿い外洋側
潮目沿い外洋側
33-24.2, 133-38.9、南に変針
0740採水B、33-23.5, 133-38、南東進
外洋系
33-23.7, 133-39.9、北に変針
外洋系、この後、潮目通過、潮目方位290
沿岸水
33-24.0, 133-39.75
沿岸水
0750採水C

沿岸水
沿岸水
33-25.7, 133-38.7
沿岸水
沿岸水
この前に潮目通過？外洋系
外洋系
33-25.4, 133-37.7
外洋系
33-27.7, 133-37.5
推定潮目位置図示
防波堤潮目
防波堤潮目
防波堤潮目
防波堤潮目
水路上流、0840採水D

動画
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ファイル名（日時） 備考
土佐湾～別府湾

高知港
高知港
高知港
高知港
高知港
高知港外
高知港外
高知港外
高知港外
高知港外
足摺岬
足摺岬
足摺岬
足摺岬
足摺岬
足摺岬
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡

瀬戸内海
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
豊予海峡
伊予灘
伊予灘
伊予灘
伊予灘
伊予灘
伊予灘
伊予灘
伊予灘
伊予灘
安芸灘
安芸灘
安芸灘
安芸灘
安芸灘
安芸灘
安芸灘
安芸灘
来島海峡
来島海峡
来島海峡
来島海峡
来島海峡
来島海峡
坂出沖
坂出沖
備讃瀬戸東OUT
備讃瀬戸東OUT
備讃瀬戸東OUT
備讃瀬戸東OUT
明石海峡播磨灘側
明石海峡播磨灘側
明石海峡
明石海峡大阪湾側

動画
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No. Date place filename
1 2021/8/21 17:00 ST.3 0821170118
2 2021/8/22 10:10 高知港 0822100936
3 2021/8/24 6:30 高知港 0824083155
4 2021/8/25 7:40 別府湾 0825073319
5 2021/8/28 9:50 播磨灘 0828095011
6 2021/8/28 10:40 播磨灘 0828104303
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測点 場所 時間 緯度 経度 DO[%] NO3-N[mg/L] Temp Sal pH
A ST.1 2021/8/21 14:06 34 38.01 135 18.30 95.2 16 25.5 14.3 8.11
B 20m等深線 2021/8/21 14:38 34 33.28 135 12.69 151.5 19.2 25.5 19.7 8.44
C ST.2 2021/8/21 15:17 34 27.67 135 05.77 121.4 26.3 25.5 25.3 8.22
A 紀淡海峡北 2021/8/21 16:14 34 19.59 134 58.76 96.8 35.5 25.0 28.0 8.21
B 紀淡海峡中 2021/8/21 16:28 34 17.10 134 58.69 96.2 35.5 25.0 27.8 8.07
C 紀淡海峡南 2021/8/21 16:46 34 14.97 135 00.84 105.4 30.7 24.7 27.4 8.14
A 高知湾（青） 2021/8/22 07:19 33 24.18 133 40.84 97.4 38.9 25.6 30.5 8.10
B 高知湾（青） 2021/8/22 07:40 33 23.55 133 39.66 98.4 35.9 25.4 27.4 8.16
C 高知湾（緑） 2021/8/22 07:50 33 24.81 133 39.30 100.7 27.2 25.1 23.3 8.20
D 水路 2021/8/22 08:48 33 29.99 133 33.89 94.2 1.9 24.0 0.73 7.93
A 高知港 2021/8/24 6:35 33 32.35 133 33.41 76.6 23.8 25.7 24.9 7.76
B 水路 2021/8/24 7:12 33 29.98 133 33.84 94.6 3.68 24.8 2.8 7.73
C 高知湾（緑） 2021/8/24 7:37 33 28.15 133 34.51 107.2 22.6 26 8.64 8.13
A 高知→足摺岬 2021/8/24 10:48 32 57.64 133 11.80 102.1 31.8 25.6 27.2 8.21
B 四万十川接近 2021/8/24 11:05 32 54.60 133 9.97 102.9 28.3 25.8 25 8.25
C 足摺岬先黒潮 2021/8/24 12:35 32 42.54 133 0.40 104.3 35.9 26.9 33.6 8.21
A 沖ノ島接近時 2021/8/24 14:28 32 45.76 132 36.51 101.8 71 25 32.4 7.95
B 宇和海南 2021/8/24 16:13 32 59.94 132 19.16 106 30.7 24.9 33.5 8.04
C 宇和海北 2021/8/24 17:57 33 16.10 132 3.28 97.6 29.3 24.3 31.6 8
D 佐田岬 2021/8/24 18:29 33 20.20 131 56.19 110.8 30.5 24.5 30.1 8.03
A 別府湾入口 2021/8/24 19:12 33 20.67 131 46.26 116.8 36.5 25.6 28 8.16
B 別府湾奥 2021/8/24 19:39 33 21.02 131 40.38 109.4 33.6 25.4 29.6 8.08
A 別府港 2021/8/27 6:31 33 18.34 131 30.26 103.4 34.3 24.3 29.1 7.98
B 速吸瀬戸北 2021/8/27 8:43 33 24.32 131 54.17 100.3 32.2 24.1 31 8.08
C 伊予灘 2021/8/27 11:05 33 42.61 132 23.34 116.4 30.6 24.6 30.8 8.09
A 来島海峡橋下 2021/8/27 14:51 34 6.58 132 59.32 94.1 31.6 25.7 29.7 7.88
B 備讃瀬戸 2021/8/27 16:31 34 14.68 133 25.85 123.1 32.7 26.3 29.6 8.11
C 坂出沖 2021/8/27 18:44 34 22.65 133 51.72 82.2 31.5 27.2 28.2 7.79
A 播磨灘泡 2021/8/28 09:57 34 28.62 134 25.74 110.7 33.1 26.7 25.9 8.26
B 播磨灘外境界 2021/8/28 10:53 34 21.64 134 24.14 115.5 32.5 27 28.3 8.25
A 播磨灘 2021/8/29 10:04 34 31.87 134 45.73 126.6 37.1 26.4 28.4 8.13
B 明石海峡 2021/8/29 11:17 34 36.80 135 00.85 105.9 36.1 25.9 28.4 8.03
C 大阪湾西 2021/8/29 11:48 34 34.60 135 07.18 115.4 36.4 26.2 28.4 8.11
D 大阪湾東 2021/8/29 12:33 34 37.44 135 17.15 154.7 24.1 28.8 14.14 9.03
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播磨灘気泡噴出地点調査
2021年8月28日09：35 深江丸で噴出地点を左舷側10mにして航過。
気泡は視認できなかった（動画ファイル VID_20210828_093548.mp4）。
エコーサウンダーによる測定で、噴出地点は周辺（約36m）よりも1m程度くぼんでいた。
目視観測後、噴出地点に停船しCTD観測、及びインテイク水の分析を行った。

海面

海底

噴出地点 赤字上段の目盛

噴出地点

航跡

噴出地点

参考地点
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DO[%] 110.7

NO3
--N [mg/L] 33.1

Temp [℃] 26.7

Sal [‰] 25.9

pH 8.26

インテイク水(深度約3m)
気泡噴出地点
緯度：34°28.62′
経度：134°25.74′

29



DO[%] 115.5

NO3
--N [mg/L] 32.5

Temp [℃] 27.0

Sal [‰] 28.3

pH 8.25

参考地点
緯度：34°21.64′
経度：134°24.14′

インテイク水(深度約3m)
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主な避難経路

自然地形の高台
への避難経路避難路

番号

������

津波浸水予測範囲

津波浸水予測時間

足を取られて動けなくなる高さの津波
（浸水深 30cm）がやってくる時間を示
しています。

高知県が平成 24年 12 月に公表した
【高知県版第２弾】南海トラフの巨大地震
による津波浸水予測に基づいています。

○～○分

津波浸水予測時間
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その他の幹線道路

○○公園 目印となる施設

対象の小学校区界
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美鶴
長方形

美鶴
長方形

美鶴
楕円

美鶴
長方形

美鶴
タイプライターテキスト

美鶴
テキストボックス
①

美鶴
テキストボックス
②

美鶴
テキストボックス
③⑤

美鶴
テキストボックス
④



高知における津波避難施設の状況
＜津波避難ビル＞
桂浜荘（マップ①）

＜高台避難＞
高台へ上がる避難路が
多数整備されている。
（写真はマップ②の位置）

海抜表示（写真はマップ③の位置）
32



＜津波避難センター＞（写真はマップ④）
避難拠点として整備され、
キーボックスが震度5弱以上で自動解錠する。
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＜津波避難タワー＞ （写真はマップ⑤）
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最上階

下層は
骨組み
階段
スロープ

ベンチに何かが
収納されている

中層階
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（別紙）5. 研究成果 

 

どこまで報告したか分からないので（全く報告していない可能性大）、これまでの成果で把握

している全てを記します。 
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氏名 若林伸和 連絡先メール：

機関名 神戸大学 所属・職

乗船者：（ 1 名） 若林　伸和 神戸大学 大学院海事科学研究科 教授

概要：

準備：

R3夏季研究航海 研究計画概要

申し込み責任者:
海事科学研究科・教授

とくにありません．

研究室（チーム）の名称:

研究実施につき深江丸に要望する事項

とくにありません．

通常の運航中に，自動操舵を行っている時間の記録を行います．

計画：　

waka@kobe-u.ac.jp

電子航法研究室

テーマ

自動操舵装置の性能評価

研究内容

30年以上が経過した深江丸の自動操舵装置の保針性能や変針の際の性能をデータから評価する．
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研 究 テ ー マ 名：自動操舵装置の性能評価 

報告者氏名（所属）：若林 伸和（神戸大学大学院海事科学研究科） 

参加者氏名（所属）：若林 伸和（神戸大学大学院海事科学研究科） 

 

1. 研究の目的 

 30 年以上が経過した深江丸の自動操舵装置の保針性能や変針の際の性能をデータから評価す

る． 

 

2. 活動の実施概要 

 令和 3 年 8 月 21 日～29 日の航海において，航海中のデータを収集・記録した．具体的には，

深江->高知港，高知港->別府港，別府港->高松港，高松港->深江の区間についてデータを取得し

た．その航跡を以下に示す． 

 

 

区間１： 神戸大学（深江）->高知港 
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区間２： 高知港->別府港 

 

 

区間３： 別府港->高松港 
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区間４： 高松港->神戸大学（深江） 

 

 

3. 活動結果・成果の概要 

 航行中，システムにより舵角，船首方位，船速，風向・風速，潮流等のデータをシステムによ

り取得した．上記の 4区間は，それぞれ外洋と内海について，豊富なデータが取得できた． 

  

4. 研究目標の達成状況及び今後の夏季・春季研究航海活用の予定 

 データが相当の精度で取得できているので，今後の処理に用いることができるものと思われる．

その意味で目標を達成したと考えられる． 

今後の研究航海活用の予定はとくにありません． 

 

5. 研究成果 

なし． 

 

6．研究成果公表の予定 

 令和 3年度卒業論文への記載 
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氏名 内田　誠 連絡先メール：

機関名 神戸大学 所属・職

乗船者：（ 1 名） 内田　誠 神戸大学 海事科学研究科 教授

概要：

準備：

実験目的のために、運転条件の変更を求める予定はありません。
実験記録の対象は機関部乗組員が中心ですが、運航管理活動の記録を行うことについて、全乗組員の皆
様からご理解とご協力をお願いします。
なお、「人を直接の対象とする研究計画等審査」を受け、研究科長から承認を受けています。

・深江丸の就航中に生じるあらゆる環境において、機関部を中心としたチーム活動の全容を記録する。
・ECC周辺、電力制御室周辺、機関室内に映像・音声記録装置を設置して、記録する。
・実験実施者が、手持ちのビデオカメラを利用し、船舶運航状況（映像・音声）を記録する。
・出入港、狭水道通航、気象・海象対応などの要所々々の機関部乗組員による活動に関し、
　運航実務に影響を及ぼさない範囲内で、ヒアリング・アンケート調査を行う。
・全データーを研究室に持ち帰り、ミクロ的な船舶機関資源管理（ERM）をマクロ的なERMに発展させる
ために必要な研究活動の材料として活用する。

計画：　

uchida@maritime.kobe-u.ac.jp

推進システム工学研究室

テーマ

ミクロ的な船舶機関資源管理（ERM）に関する実情調査

研究内容

海洋基本計画における施策の一つとして「海技者の育成・確保」の重要性が示され、高いレベルの管理
能力を有した日本人海技者の継続的な輩出の重要性が指摘されている。国際的には2010年マニラ締約国
会議で改正されたSTCW条約が、2017年から完全施行されている。また、MASS（海上自律航行船）の試行
や国際基準の策定の議論が始まっている。これら背景に基づき、自律航行機能の技術進展を要素に取り
込み、高度で先進的なERM（機関室資源管理）を実践する手法を導き、評価手法の提案と普遍化による社
会実装を図るため、機関運転管理現場におけるミクロ的な船舶機関資源管理（ERM）に関する実情調査を
行う。

R3夏季研究航海 研究計画概要

申し込み責任者:
海事科学研究科・教授

本研究室では、2010年3月に設置された学内MEPS（舶用機関プラントシミュレーター）の模擬再現環境下
において、ERMの実験的研究開発に継続して取り組み、認知工学実験で広く活用されているn-back task
をリファレンス環境に採用し、ERM研修中の主観的心的負荷をNASA-TLXにより、客観的心的負荷をVACP
（行動観察）により把握し、ERMにおける人的要因の分析を試みる準備が進んでいる。また、STCWで規定
される非技術的スキルに関する評価手法の開発にも取り組んでいる。これらを融合する高度なERM手法を
開発し、実務現場で検証するために必要な環境や課題を把握し、社会実装のための実践現場からの視点
に関する実情の把握が重要な段階に至りつつある。

研究室（チーム）の名称:

研究実施につき深江丸に要望する事項
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研 究 テ ー マ 名：ミクロ的な船舶機関資源管理（ERM）に関する実情調査 

報告者氏名（所属）：内田 誠（神戸大学海事科学研究科） 

参加者氏名（所属）：内田 誠（神戸大学海事科学研究科） 

 

1. 研究の目的 

 海洋基本計画における施策の一つとして「海技者の育成・確保」の重要性が示され，高いレベ

ルの管理能力を有した日本人海技者の継続的な輩出の重要性が指摘されている．国際的には 2010

年マニラ締約国会議で改正された STCW条約が，2017年から完全施行されている．また，MASS（海

上自律航行船）の試行や国際基準の策定の議論が始まっている．これら背景に基づき，自律航行

機能の技術進展を要素に取り込み，高度で先進的な ERM（機関室資源管理）を実践する手法を導

き，評価手法の提案と普遍化による社会実装を図るため，機関運転管理現場におけるミクロ的な

船舶機関資源管理（ERM）に関する実情調査を行う． 

 

2. 活動の実施概要 

 本研究室では，2010 年 3 月に設置された学内 MEPS（舶用機関プラントシミュレーター）の

模擬再現環境下において，ERM の実験的研究開発に継続して取り組み，認知工学実験で広く活

用されている n-back task をリファレンス環境に採用し，ERM 研修中の主観的心的負荷を

NASA-TLX により，客観的心的負荷をVACP（行動観察）により把握し，ERM における人的要

因の分析を試みる準備が進んでいる．また，STCWで規定される非技術的スキルに関する評価手

法の開発にも取り組んでいる．これらを融合する高度な ERM 手法を開発し，実務現場で検証す

るために必要な環境や課題を把握し，社会実装のための実践現場からの視点に関する実情の把握

が重要な段階に至りつつある． 

 そこで，本研究航海で機関運転管理現場におけるミクロ的な船舶機関資源管理（ERM）に関する

実情調査を行った．  

 

3. 活動結果・成果の概要 

・深江丸の就航中に生じるあらゆる環境において，機関部を中心としたチーム活動の全容を記録

した． 

・ECC 周辺，電力制御室に映像・音声記録装置を設置して記録した． 

・実験実施者が，手持ちのビデオカメラを利用し，船舶運航状況（映像・音声）を記録した． 

・出入港，狭水道通航などの要所で機関部乗組員による活動に関し，運航実務に影響を及ぼさな

いよう，ヒアリング調査を行った． 

・膨大な連続計測の映像音声データが適正に記録されていることが確認できた．これら記録デー

タを研究室に持ち帰り，ミクロ的なERM をマクロ的なERMに発展させるために必要な研究

活動の材料として今後活用する． 

 

4. 研究目標の達成状況及び今後の夏季・春季研究航海活用の予定 

 機関運転管理現場におけるミクロ的なERMに関する実情調査として，乗船目的は達成できた．

研究目標を達成するため，データの分析・検討を今後進める． 

 コロナ禍対応のため、指導学生の乗船申込を断念せざるを得なかったが、次期以降の研究航海

では、学生にもERM 実現場を研究視点で調査する機会を与えたい。 

 

5. 研究成果 

 今期研究航海で得た情報の分析は今後進める．本活動分野での研究成果を抜粋して以下に示す． 

1) 中村真澄，内田誠，舶用機関事故における人的エラーの数量化，日本マリンエンジニアリング

学会誌，Vol.49，No.7，2013年７月 
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2) WU Yanbin，三輪誠，嶋本薫，内田誠，Development of quantitative team performance 

evaluation method for ERM，WMU Journal of Maritime Affairs，Vol.14，Issue 2，2015，

pp.333-347 

3) 中村真澄，三輪誠，内田誠，人的要因による顕在事象と潜在事象の比較に基づく舶用機関事故

防止に関する研究－多次元的考察の必要性，日本マリンエンジニアリング学会誌，Vol.49，

No.2，2014，pp. 106-112 

4) 中村真澄，内田誠，舶用機関事故における人的エラーの数量化，日本マリンエンジニアリング

学会誌，Vol.48，No.4，2013，pp. 131-136 

5) WU Yanbin，三輪誠，中村真澄，内田誠，Operator's mental workload evaluation in engine 

room simulator by using EEG HRV and NASA-TLX，日本マリンエンジニアリング学会学術講

演会，2015.10.27.，富山国際会議場（富山県） 

6) WU Yanbin，三輪誠，内田誠，Physiological Computing for Maritime Ergonomics Applications，

International Conference on Ship & Offshore Technology (ICSOT)，2015.9.15.，釜山（韓

国） 

7) WU Yanbin，嶋本薫，三輪誠，中村真澄，内田誠，Comparison and Correlation between 

Subjective and Objective Mental Work-load Measurement，The 10th International 

Symposium on Marine Engineering，2014.9.16.，ハルビン（中国） 

8) WU Yanbin，内田誠，Quantitative Evaluation Method of Team Performance Regarding ERM，

International Conference on Human Factors in Ship Design & Operation 2014，2014.2.26.，

ロンドン（英国） 

9) Yanbin Wu, Takashi Miwa, Makoto Uchida, Advantages and Obstacles of Applying 

Physiological Computing in Real World: Lessons Learned from Simulator Based Maritime 

Training, International Journal of Maritime Engineering (IJME), Transactions of The 

Royal Institution of Naval Architects (RINA), Vol.159, 2017, pp149-157 

10) 石田達朗，三輪誠，内田誠，MEPS (Marine Engine Plant Simulator)における ERM訓練評価

手法の検討，日本マリンエンジニアリング学会学術講演会，2019.10.3.，函館アリーナ（北

海道） 

11) Tatsuro Ishida, Takashi Miwa, Makoto Uchida, A Study on Work Load Evaluation Method 

and Quantitative Evaluation Method for Engine-room Resource Management training, 

International Association of Maritime Universities (IAMU) Conference, 2019.10., 

Tokyo 

12) 石田達朗，三輪誠，内田誠，船舶機関運用管理者のワークロード推定方法の研究 -行動観察

（VACP 評価）と心拍変動データを用いた客観的評価の検討-，日本船舶海洋工学会論文集，

Vol.32, 2020, pp.269-277 

13) Tatsuro Ishida, Takashi Miwa, Makoto Uchida, Study on Work Load Evaluation Method 

and Quantitative Evaluation Method for Engine-room Resource Management Training, 

WMU Journal of Maritime Affairs, （2021.8. 掲載決定通知受領） 

 これら研究活動は，科研費（21K04517, 17K06964, 25420864, 22560792）の補助を受けて実施

しており，関係各位に謝意を示す． 

 

6. 研究成果公表の予定 

 日本マリンエンジニアリング学会，IAMUC，WMU Journal of Maritime Affairsなどの場で，成

果公表を予定する． 

 

謝辞 

 深江丸乗組員の皆様，特に機関部の皆様には大変お世話になり，有り難うございました． 
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３．おわりに 

 令和３年度練習船深江丸夏季研究航海は，COVID-19ワクチン接種が進みつつも感染拡大の

勢いが収まらない中での参加者募集となり，最大乗船者数を定員の 1/2 以下，対象を教職員

または研究員等に限定（学生の乗船は不可）とせざるを得なかった。学外からの参加は例年

とおり対象に含められたが，応募および乗船者は全て深江キャンパス教職員となり，研究 4

チーム計 6名（内 1名は乗組員）であった。船齢 34年を超えた本船の後継船が年度内には竣

工・就航予定であり，深江丸として最後の研究航海となった。今季研究航海は台風 12号（Omais）

が沖縄付近を北上する中で初日を迎え，台風の動きを注視しながらの出航となったが，航海

計画全体に大きな影響は生じず，当初計画とおりの研究活動が実行できた。各チームの研究

目的に応じた活動により各々の手応えが報告されており，今後の研究成果公表を経て海事科

学研究の発展に寄与することが期待される。本船の安全運航，乗船者の安全・健康維持，研

究計画の遂行に尽力頂いた本船乗組員，研究者の皆様に紙面を借りて敬意と謝意を示す。 

 後継船「海神丸」は，三井 E&S造船株式会社玉野工場で建造が進んでおり，10月 1日に「三

菱重工マリタイムシステムズ」と新会社組織に変わった後，10月 8日に命名・進水式が挙行

される予定である。2022年 3月に予定される竣工の後は，深江丸と同様に海事科学研究科附

属練習船として人材育成・教育研究・災害等支援に供される。本センターは新造練習船を全

学的に有効活用するため 2019年 4月に学内共同基盤組織の一つとして稼働を始めたが，目的

として本学が有する練習船・実習船・舟艇の管理運営等を掲げており，練習船の管理運営母

体が確定したことへの対応を今後速やかに進める必要がある。 

 来年度の夏季研究航海は，「海神丸」にとって初の研究航海になる見込みであり，コロナ禍

の収束が進み，2019年度以前と同様な通常時体制で計画・実施できること，より多くの参加

希望が得られることを期待する。 
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